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1. はじめに

BSデジタルハイビジョン放送やプラズマテレビの普及
や地上デジタル放送開始により，MPEG{2準拠 [1]の高
画質な映像の録画や再生がプロフェッショナル機器だけで
なく，コンシューマ機器への要求も高まるばかりである．
従来，HDTVなどの高画質の映像を圧縮するためには，
専用LSIが必要とされ，我々も１チップMPEG-2 HDTV

CODEC LSI[2, 3, 4]を開発してきた．一方，汎用PCの
高性能化とインターネットのブロードバンド化に伴い，
CIF(320x240)/15fpsから 30fps[5]や VGA(640x480)の
高解像度かつ高品質な映像伝送サービス [6, 7]も提供さ
れつつある．しかし，HDTV レベルのリアルタイムソ
フトウェアエンコーダは存在しない．このため，我々は，
Dual-CPUの汎用PCを用いて，並列処理でHDTVの映
像をリアルタイムでMPEG-2ビットストリームに符号化
するソフトウェアを開発した．本稿では，並列MPEG-2

HDTVリアルタイムソフトウェアエンコーダの構成と
その性能について示す．

2. 並列 MPEG-2 HDTV リアルタイムソ
フトウェアエンコーダの構成

2.1 要求条件

MPEG-2 HDTVリアルタイムソフトウェアエンコー
ダを実現するための要求条件を以下に示す．

� 並列実行: HDTVエンコード処理は，非常に演算量
が多く，リアルタイムで処理するためには，並列プ
ロセッサが必要である．しかし，Dual-CPUで実現
するためには，並列のためのオーバーヘッドを極力
小さくしなければならない．

� エンコーダコア処理の高速化: MPEG-2のエンコー
ド処理は非常に演算量が多く，汎用 PCのマルチプ
ロセッサで実現するためには，高速化が必要である．

これらの問題を解決するために，２台の CPUを具備し
た汎用 PC上で HDTVリアルタイムソフトウェアエン
コーダを実現する．
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図 1: 全体構成

2.2 全体構成

並列 MPEG-2 HDTV リアルタイムソフトウェアエン
コーダの構成を 図 1 に示す．並列 MPEG-2 HDTV リ
アルタイムソフトウェアエンコーダは，複数の単体エン
コーダ部と入出力を持ったフレーム同期制御部から構成
され，これらのプロセスをMPI上で動作させることによ
り実現している．並列のオーバヘッドを最小限にするた
めに，領域に分割した部分エンコーダを複数プロセスと
して実行し，動作中のデータ依存を減少させる．フレー
ム同期制御部は，指定されるスライス数で部分映像に分
割し，単体エンコーダ部に出力する．各単体エンコーダ
部は，部分的な映像を入力し，部分的なMPEG-2のビッ
トストリームを出力し，フレーム同期制御部でビットス
トリームを結合することにより，MPEG-2のストリーム
を生成する．

2.3 単体エンコーダ部の構成

単体エンコーダ部は，動き検出 (ME)，動き補償 (MC)，
DCT変換 (DCT/IDCT)，量子化 (Q/IQ)，可変長符号化
(VLC)から構成され，部分的な映像を入力し，MPEG-2

の部分的なストリームを出力する．本単体エンコーダ部
は，VGA/30fpsをリアルタイムでエンコード可能な高速
なMPEG-2リアルタイムソフトウェアビデオエンコー
ダ [7] をベースとし，本エンコーダの入出力部を修正す
ることにより実現した．

3. 並列 MPEG-2 HDTV リアルタイムエ
ンコーダの実装

MPI上での制御方法 (CPU数が 2/単体エンコーダ数が
2の場合)を図 2に示す．フレーム同期制御部は，HDTV
の映像を分割し，単体エンコーダ部に分割した映像を送
信し，出力された単体エンコーダ部のビットストリーム
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図 2: 制御方法

表 1: 評価環境
CPU Xeon 3.2GHz

CPU台数 2

OS Windows 2000

MPI WMPI 1.3

をフレーム同期制御部でMPEG-2のビットストリーム
に結合する．フレーム同期制御部と各単体エンコーダ部
の間では，MPIのメッセージ通信を用いて，順序性を制
御している．さらに，フレーム同期制御部は，各フレー
ムのビット量の制御やスライス数も制御する．

4. 評価
4.1 評価環境

本リアルタイムエンコーダを動作させる評価環境を表
1に示す．２つの 3.2GHzのCPUを搭載した汎用PCを
用い，OSには，Windows2000 を用いた．

4.2 性能

150フレームを入力した場合の本並列MPEG-2 HDTV

リアルタイムソフトウェアエンコーダの処理性能を 図
3 に示す．1920x1036の画像サイズを 150フレームエン
コードした場合の全体の実行時間は，約 4.7秒である．
画像分割やビットストリーム結合などの並列処理に必要
なフレーム同期制御部のオーバーヘッド分は，10%程度
であり，並列に要するオーバーヘッドは，非常に少ない．
本ソフトウェアは，HDTV サイズの映像をリアルタイ
ムエンコードするために約 6GOPS程度の処理能力を必
要とする．

5. おわりに
本稿では，並列MPEG-2 HDTVリアルタイムソフト

ウェアエンコーダの構成とその性能について示した．本
エンコーダは，1920x1036の画像サイズの映像をリアル
タイムで処理可能である．今後は，キャプチャ入力や IP

図 3: 画像サイズと処理時間

出力などについても検討し，PC上で高画質なHDTVの
伝送を実現する．
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